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多
文
化

フ

ェ
ス
タ
み
ぞ

の
く
ち
参
加

十
月
十
四
日
、
丸
井
の
屋
上
で
フ
リ
ー

マ
ー
ケ
ッ
ト
と
広
報
活
動
を
行
い
ま
し
た
。

お
手
伝
い
し
て
下
さ

っ
た
方
々
、
有
り
難

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
五
千
三
百
五
十
五
円

の
収
入
が
あ
り
、
協
力
し
て
下
さ

っ
た
高

津
デ
ポ
ー
か
ら
後
日
寄
付
が
あ
る
そ
う
で

す
。
共
に
活
動
費
に
い
た
し
ま
す
。

久
本
山

・
熊
野
森
歴
史
散
歩

翌
十
五
日
、
久
本
山
熊
野
森
歴
史
散
歩

は
、
十
九
人

（子
ど
も
含
む
）
と
大
三
匹

の
参
加
で
し
た
。
久
本
神
社
か
ら
ス
タ
ー

ト
し
、
増
福
寺
で
は
お
茶
を

い
た
だ
き
、

平
井
氏
の
説
明
に
領
い
た
り
、
感
心
し
た

り
…
。
会
員
以
外
の
方
も
多
か
っ
た
で
十
、

参
加
者
の
声

◎
こ
の
街
に
住
ん
で
い
ま
す
が
、
初
め
て

わ
か

っ
た
こ
と
も
多
く
、
驚
い
て
い
ま
す
。

タ
ー
ザ
ン
の
木
も
見
事
で
す
ね
。

◎
お
話
を
聞
き
な
が
ら
歩
い
た
ら
、
す

っ

か
り
面
白
く
な

っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

◎
こ
ん
な
所
で
地
場
野
菜
を
買
え
て
び

っ

く
り
、
嬉
し
い
で
す
。

◎
江
戸
見
桜
の
寿
詞
の
朗
詠
が
と
て
も
良

か
っ
た
。
杉
山
神
社
で
は
、
寿
詞
の
碑
を

興
味
深
く
見
ま
し
た
。

◎
平
井
氏
の
説
明
で
歩
く
の
は
三
度
日
で

す
が
、
い
つ
も
違
う
の
で
凄
い
で
す
。

◎
歴
史
あ
る
岡
家

の
庭
園
や
門
や
塀
な

ど
、
手
入
れ
を
し
て
大
事
に
し
た
い
。
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～ボランティア募集～

H月 12日 (日 )10時から12時 集合 :江戸見桜
江戸見桜の下草刈り、ターザンの本の世話
ターザンの木のカビ部分やてんぐす病の枝を切り落とし、

ベンキを塗ります。下草刈りと以前切った後の竹を危なくな

いように切り直します。

H月 26日 (日 )10時から12時 集合 :江戸見桜
龍台寺と公道の竹垣づくり見学会

かぐやの小道の片づけ
昔ながらの手法で、荒井氏が竹垣を作ります。じゃまにな

らないように見学しながら、作り方を学びます。その後、か

ぐやの小道の倒れた竹を片付けます。

※両日とも雨天時は中止です。持ち物 :軍手、ノコギリ、カ
マ、剪定ハサミなど。

※どなたでも参加できます。

今後の予定 (変更がありました、お間違えなく)

12月 10日 (日 )10時から12時

岡家庭園の清掃 と草刈 りなど

今年の活動を締めくくり、終了時に豚汁で打ち上げをしま
す。ぜひ、ご参加下さい。

2001年 1月 28日 (日 )10時より 久保台公園予定
久本山・熊野森ナショナルトラスト0フ ェスティバル

キ
ヤ
ン
ペ
ー
ン
始
ま
る

久
本
山
熊
野
森
に
あ
る
タ
ー
ザ
ン
の
木

（ス
ダ
ジ

イ
の
巨
木
）
を
、
多
く
の
方
に
知
っ
て
も
ら
う
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
で
す
。
川
崎
市
の
人
口
が
約
に
ヽ
万
人
、

そ
の
約
百
人
に

一
人
の
方
々
に
関
心
を
持
っ
て
も
ら

う
こ
と
を
目
的
に
し
て
い
ま
す
。
高
津
区
は
約
十
八

万
人
で
す
。

下
草
刈
り
や
剪
定
作
業
に
参
加
す
る
、
募
金
を
す

る

（専
門
家
に
診
て
も
ら
う
、
看
板
を
立
て
る
な
ど

の
費
用
）
、
見
に
行
く
、
友
達
に
伝
え
る
な
ど
、
あ

な
た
に
で
き
る
こ
と
で
タ
ー
ザ
ン
の
木
を
守
り
ま
し

ょ
う
。
作
業
は
十
二
日
に
あ
り
ま
す
。

マ
ン
シ
ョ
ン
建
設
予
定
地
の
二
次
開
発
地
域
に
あ

る
た
め
、
多
く
の
方
の
守
り
た
い
と
い
う
世
論
が
必

要
で
す
。
チ
ラ
シ
が
必
要
な
方
は
ご
連
絡
下
さ
い
。



み
ん
な
で
里
山
ポ

ラ
ン
テ
イ
ア

育
成
講
座
を
受
け
よ
う

①
十

一
月
二
十
五
日

（土
）
多
摩
市
民
館

「里
山
の
自
然
と
そ
の
再
生
に
つ
い
て
」
②

十
二
月
十
六
日

（土
）
小
沢
城
址
緑
地
保
全

地
域

「里
山
保
全
管
理
の
実
践
に
つ
い
て
」

二
回
と
も
参
加
可
能
な
四
十
人
。
往
復
葉
書

に

「里
山
ポ
ラ
ン
テ
ィ
ア
講
座
受
講
希
望
」

と
記
入
し
て
、
十

一
月
十
五
日

（必
着
）
〒

Ｎ
８
１
∞
い
ヽ
Ｎ
環
境
局
緑
政
課
へ
。
（抽
選
）
８

Ｎ
Ｏ
Ｏ
Ｉ
い
卜
Ｐ
Ｈ出ｎ
線
いい
∞
∞
Ｈ

キ

ン
ラ
ン
移
植
さ
れ
る

マ
ン
シ
ョ
ン
建
設
予
定
地
に
あ
っ
た
キ
ン

ラ
ン
は
、
先
日
、
造
園
業
者
の
手
で
移
植
さ

れ
保
護
管
理
さ
れ
て
い
ま
す
。
マ
ン
シ
ョ
ン

完
成
後
に
戻
さ
れ
る
よ
う
で
す
が
、
そ
の
時

は
キ
ン
ラ
ン
の
生
育
に
相
応
し
い
環
境
に
な

っ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。

久

本

山
ナ

シ

ョ
ナ

ル
ト

ラ

ス
ト

フ

エ
ス
テ

ィ
バ

ル
会

場

の
変

更

来
年

一
月
二
十
八
日

（日
）
に
行
う
フ

エ
ス
テ
ィ
バ
ル
は
、
久
本
山
の
ふ
も
と
に

あ
る
岡
家
庭
園
を
借
り
よ
う
と
、
十
月
に

企
画
書
を
川
崎
市
教
育
委
員
会
文
化
財
課

に
提
出
し
ま
し
た
。

こ
の
岡
家
は
約
二
百
六
十
年
ほ
ど
前
に
、

岡
道
栄
氏

（
一
世
）
が
長
崎
か
ら
来
て
、

こ
の
地
に
蘭
方
医
を
開
業
し
て
か
ら
代
々

続
い
た
医
者
の
家
で
し
た
。
四
世
の
大
徳

氏
の
と
き
名
字
帯
刀
が
許
さ
れ
、
現
在
あ

る
四
脚
門
が
建
て
ら
れ
た
そ
う
で
す
。

ま
た
、
高
津
区
区
民
懇
話
会
を
始
め
、

多
く
の
人
が
、
浜
田
庄
司
記
念
館
を
建
て

る
よ
う
望
ん
だ
場
所
で
も
あ
り
ま
す
。
財

政
難
の
お
り
、
川
崎
市
は
浜
田
庄
司
記
念

館
建
設
を
断
念
し
ま
し
た
。

現
在
、
マ
ン
シ
ョ
ン
の
モ
デ
ル
ル
ー
ム

と
な

っ
て
い
ま
す
が
、
土
地
は
土
地
開
発

公
社
の
も
の
で
、
庭
園
や
門
な
ど
は
川
崎

市
教
育
委
員
会
文
化
財
課
が
管
理
し
て
い

ま
す
。
結
局
、
来
年
の
二
月
ま
で
モ
デ
ル
ル
ー

ム
と
し
て
三
井
不
動
産
に
貸
し
て
あ
る
た

め
、
使
え
な
い
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。

ナ
シ
ョ
ナ
ル
ト
ラ
ス
ト
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

は
、
久
保
台
公
園
で
実
施
す
る
こ
と
に
し

ま
し
た
が
、
高
津
区
の
文
化
財
を
こ
ん
な

状
態
に
し
て
い
て
情
け
な
い
限
り
で
す
。

写
真

入

り

の
ト

ラ

Ｊ
卜

の

バ

ン
フ
レ

ツ
ト
を
作

り
ま
す

慈
善
団
体
や
企
業

へ
寄
付
等
を
募
る
た

め
、
久
本
山
熊
野
森
の
魅
力
を
よ
り

一
層
訴

え
る
写
真
入
り
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
作
る
予

定
で
す
。

約
九
万
円
に
な
っ
て
い
る
会
費
か
ら
捻
出

し
ま
す
の
で
、
会
員
の
皆
様
に
お
送
り
す
る

通
信
な
ど
、
郵
送
料
を
節
約
し
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。
必
ず
お
届
け
い
た
し
ま
す
が
、

多
少
届
く
の
に
時
間
が
か
か
る
場
合
も
あ
る

か
と
思
い
ま
す
。
ご
了
承
下
さ
い
。

ま
た
、
安
く
仕
上
げ
て
下
さ
る
印
刷
業
者

や
寄
付
し
て
下
さ
る
方
が
い
ら
し
た
ら
、
事

務
局
ま
で
お
知
ら
せ
下
さ
い
。

久
本

山
周

辺

の
石
造
物
等
資

料
作

り

久
本
山
熊
野
森
周
辺
の
庚
申
塔
な
ど
の
写

真
を
撮

っ
た
り
、
資
料
を
ま
と
め
た
り
地
図

を
作
っ
た
り
し
ま
す
。
手
伝
っ
て
い
た
だ
け

る
方
は
、
事
務
局
ま
で
ご
連
絡
下
さ
い
。　
一

月
二
十
八
日
の
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
で
展
示
す

る
予
定
で
す
。

江
戸
見
桜

通
信

二
号
発
行

さ
れ

る

お
手
元
に
な
い
方
は
、
ご
連
絡
下
さ
い
。

ど

う
も

あ

り
が

と
う

寄
付
を
し
て
下
さ
っ
た
皆
様
、
ご

協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
心

よ
り
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。
ま
た
、

新
た
な
会
員
の
皆
様
、
宜
し
く
お
願

い
い
た
し
ま
す
。
十
月
末
現
在
で
、

会
員
四
十
七
名
、
寄
付
者
五
十
七
名

に
な
り
ま
し
た
。
ト
ラ
ス
ト
基
金
は

四
十

二
万
四
千
五
百
四
十
円
で
す
。

三
度
目
の
寄
付
の
方
、
家
族
で
そ
れ

ぞ
れ
し
て
下
さ
る
方
な
ど
い
ら
し

て
、
嬉
し
く
思
っ
て
い
ま
す
。

キ
ン
ラ
ン
の
カ
ッ
ト
は
、
会
員
の

持
田
さ
ん
が
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
で
作

っ

て
下
さ
い
ま
し
た
。
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
は
、
カ
ラ
ー
で
ご
覧
い
た
だ
け
る

よ
う
に
準
備
中
で
す
。

久

本

山
ご

案

内

行
か
れ
た
こ
と
の
な
い
方
の
た
め

に
久
本
山
を
案
内
し
ま
す
。
申
し
込

み
は
三
人
以
上
で
、
事
務
局
の
田
村

ま
で
。

里
山
を
守
る
会
員
を
募
集
中
―

ト
ラ
ス
ト
基
金
へ
の
寄
付
も
お
願
い
し
ま
す
。

きんらん


